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Ⅰ 新宿区に常住する就業者・通学者 

 
2010年の新宿区に常住する 15歳

以上の就業者・通学者（155,768 人）

のうち、従業地・通学地が「新宿区内」

の割合は 42.9％と、特別区全体での割

合（36.0％）と比較して高いものの、

人数、割合とも近年減少傾向にありま

す。 

また、「他の特別区」への通勤・通

学者が全体の 44.0％を占め、「都内市

町村」や「他県」へは合せて 7.4％と

少ないことから、新宿区の常住者は近

隣で従業・通学している者が多いとい

えます。   （新宿区の概要 P.6 参照）                                                                                        
 

 

Ⅱ 新宿区を従業地・通学地とする就業者・通学者 

 
2010 年の新宿区を従業地・通学地

とする 15 歳以上の就業者・通学者

（578,229 人）のうち、「区外」か

らの通勤・通学者の割合は 89.5％と、

特別区全体での割合（77.8％）と比較

して高く、かつ近年増加するものの、

その人数は減少しています。 

常住地が「他の特別区」の者が

34.5％、「都内市町村」が 16.1％で

あるのに加え、「他県」からの通勤・

通学者が 38.8％もいることが特徴とい

えます。        （P.12 参照） 

Ⅲ 流入人口・流出人口 

 
2010年の 15歳以上の通勤・通学

者のうち、新宿区から他の市区町村に

通勤・通学する「流出人口」は

76,945 人です。一方、他の市区町村

から新宿区に通勤・通学する「流入人

口」は 491,591 人おり、流入人口が

流出人口を 414,646 人も上回ってい

ます。 

しかし、流出人口、流入人口とも、

この 20年間減少し続け、1990年に

比べどちらも約 2割減少しています。 
      （P.18～21参照）   

「従業地・通学地による人口・産業等集計結果～新宿区の概要～」は、2012 年 6月に総務省統計局

から公表された集計結果のうち新宿区分を整理したもので、新宿区に常住する就業者・通学者、新宿区

を従業地・通学地とする就業者・通学者、流入・流出人口、昼間人口などを把握することができます。 

 

新宿区に常住する15歳以上就業者・通学者の約 43％が「区内」、約 44％が「特別区」に従業・通学 

新宿区で従業・通学する15歳以上の約９割が「区外」から通勤・通学し、「他県」からが約４割 

新宿区への流入人口は流出人口を大きく上回る（約 41万人）が、人数は流出・流入とも減少傾向 
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    新宿区への流入・流出と流入超過数　②隣接区・都心3区
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2010年の新宿区への流入超過人口

は、他の特別区が 13万人、都内市町

村が 8.5万人、他県が 20.7 万人で、

県別では、埼玉県（8.3万人）、神奈

川県（6.8 万人）、千葉県（4.6 万人）

が多く、市区町村別では、横浜市（2.7

万人）、練馬区（2.3万人）、杉並区

（2万人）、川崎市（1.9 万人）など

が多くなっています。 

一方、千代田区（△1.2 万人）、港

区（△6千人）、中央区（△4千人）

の都心 3区に対しては、流出超過とな

っていますが、その他のほぼ全ての市

区町村に対しては流入超過となってい

ます。 
（P.18、22～23参照） 

Ⅳ 昼間人口・夜間人口 

 
2010年の新宿区の昼間人口は

750,120 人、夜間人口（常住人口）

は 326,309 人で、昼夜間人口比率は

229.9 となり、特別区の中では千代田

区、中央区、港区、渋谷区に次いで５

番目に高くなっており、全国でも第 9

位となっています。しかし、昼間人口

比率は近年減少傾向にあり、1995年

の 292.1に比べ、62.2ポイント低下

しています。 
（P.25～26参照） 

 

Ⅴ 通勤・通学者の利用交通手段 

 
2010年の新宿区に常住する 15歳

以上の通勤・通学者を利用交通手段別

にみると、「電車・鉄道」だけの利用

割合が 56.0％と高く、次いで「徒歩だ

け」が 18.0％、「自転車」だけが

9.1％となっています。 

ここ 10 年間で、全ての利用交通手

段で利用者が減少しており、特に「徒

歩」だけ、「電車・鉄道及び乗合バ

ス」、「自転車」だけの利用者が大き

く減少しています。 
（P.28参照） 

 

◆詳細については、「2010（平成 22）年国勢調査従業地・通学地による人口・ 産業等集計結果～新宿

区の概要～」をご覧ください。 

◆集計結果データは総務省統計局ホームページ

「http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/index.htm」をご覧ください。 

 

「他県」からの流入超過が約21万人で、都心３区を除くほぼ全ての市区町村に対して流入超過 

昼夜間人口比率は229.9 と、特別区の中で５番目に高いが、低下傾向 

利用交通手段は「鉄道・電車」だけの利用が56％と多く、次いで「徒歩」だけが 18％  

 

【問合せ先】  新宿区新宿自治創造研究所   Email： jichisozo@city.shinjuku.lg.jp 

☎:03-3209-1111 内線 2391～3（直通: 03-5273-4252） FAX: 03-5272-5500 


